
「
明
日

へ
／
神
戸
」

鶴鋤微蠅酪
全
日

本

実

業

柔

道

団

体

テ寸

抗

大

会

幸R

告

書

明
日

へ
／
神
戸
　
労
働
大
臣
杯
争
奪
第
４９
回

全
日
本
実
業
柔
道
団
体
対
抗
大
会
は
６
月
１２
日

～
・３
日
の
両
日
、
神
戸
市
須
磨
区
緑
台

（神
戸

総
合
運
動
公
園
）
の
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
神
戸

に
男
子
皿
チ
ー
ム

（１
～
３
部
）
、
女
子
１４
チ

ー
ム

（１
～
２
部
）
男
女
合
計
１１５
チ
‐
ム
、

７８０

人
強
の
選
手
を
集
め
、
盛
大
に
行
わ
れ
た
。

恒
例
の
平
成
１０
年
度
年
間
最
優
秀
選
手
は
初

日
の
開
会
式
で
、
永
野
重
雄
杯
を
全
日
本
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン

・
ア
ジ
ア
競
技
大
会
１００
地
超
級
金
メ

グ
ル
の
篠
原
信

一
５
段

（旭
化
成
工
業
）
に
、

宮
崎
輝
杯
を
ア
ジ
ア
競
技
大
会
４８
地
級
金
メ
ダ

ル
の
真
壁
友
枝
３
段

（住
友
海
上
火
災
保
険
）

に
、
そ
れ
ぞ
れ
授
与
さ
れ
た
。

こ
の
日
は
男
子
第
２
部

（２９
チ
‐
ム
）
で
グ

イ
コ
ロ
Ａ
が
３
１
０
と
東
芝
を
下
し
、
第
１
部

復
帰
を
決
め
た
。
ま
た
、
女
子
第
２
部
は
塩
谷

建
設
が
１
１
０
で
肥
後
銀
行
Ａ
を
退
け
、
２
年

ぶ
り
２
度
目
の
優
勝
を
遂
げ
た
。

最
終
日
の
男
子
第
１
部

（１２
チ
‐
ム
）
は
、

１０
月
の
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
世
界
選
手
権
大
会
１００
地

超
級

・
オ
ー
プ
ン
に
出
場
す
る
篠
原
信

一
５
段

を
主
軸
と
す
る
旭
化
成
大
が
３
１
１
で
日
本
道

路
公
団
を
破
り
、
２
年
ぶ
り
７
度
目
の
優
勝
旗

を
握

っ
た
。
同
９０
ｋｇ
級
代
表

。
吉
田
秀
彦
４
段

を
擁
す
る
新
日
鐵
は
準
決
勝
で
日
本
道
路
公
団

に
１
１
１
の
内
容
負
け
を
喫
し
、
３
位
に
と
ど

ま
っ
た
。
日
本
中
央
競
馬
会
も
３
位
で
並
ん
だ

同
第
３
部

（６０
チ
ー
ム
）
は
、
出
場
２
年
目

の
平
成
管
財
Ａ
が
破
竹
の
快
進
撃
、
あ

っ
と
い

う
問
も
な
く
ダ
イ
コ
ロ
に
４
１
１
の
大
差
を
つ

け
て
初
優
勝
、
次
年
度
は
第
２
部
に
昇
格
す
る
。

女
子
第
１
部

（５
チ
ー
ム
）
も
バ
ー
ミ
ン
ガ

ム
代
表
の
５２
監
級
楢
崎
教
子

（ダ
イ
コ
ロ
）
、

５７

ｋｇ
級
武
田
淳
子

（
コ
マ
ツ
）
、

７０
地
級
上
野
雅
恵

（住
友
海
上
火
災
保
険
）
の
３
人
が
そ
ろ
っ
た
。

２
日
間
に
わ
た
る
総
当
た
り
戦
の
結
果
、
上

位
三
す
く
み
と
な

っ
た
が
、
得
点
差
で
優
勝
ダ

イ
コ
ロ
３
勝
１
敗
１２
点
＝
２
年
ぶ
り
２
度
目

２
位
ミ
キ
ハ
ウ
ス
同
１０
点
　
３
位

コ
マ
ツ
同
８

占
小と
な

っ
た
。

獄

・

ｒ

ｒ

平成 0年度最優秀選手責を受賞した篠原信―・

真壁友枝両選手

~二
←  住
開会式

第49回 全日本実業柔道団体対抗大会

開会式であいさつする松本 南副会長

グリーンア リーナ神戸に整列 した精鋭
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旭
化
成
２
年
ぶ
り
７
度
目
の
優
勝

決
勝
戦
は
、
前
年
度
優
勝
の
新
日
鐵
を
①
１
１

の
内
容
差
で
破
っ
て
、
初
め
て
決
勝
に
進
出
し
た

日
本
道
路
公
団
と
、
日
本
中
央
競
馬
会
を
３
１
１

で
下
し
、
３
年
連
続
進
出
の
旭
化
成
の
初
対
決
と

な
っ
た
。

先
鋒
は
、
双
方
注
意
を
取
ら
れ
引
き
分
け
。
次

鋒
は
、
新
戦
力
同
士
の
戦
い
と
な
り
、
村
元
が
積

極
的
に
内
般
を
仕
掛
け
、
有
効
２
本
を
取
り
３
度

日
で

一
本
を
奪
う
。
中
堅
は
、
篠
原
が
力
の
差
を

見
せ
つ
け
、
指
導
を
取

っ
た
後
、
内
股
で

一
本
。

副
将
は
、
三
谷
、
中
村
両
ベ
テ
ラ
ン
の
対
決
と
な

っ
た
。
両
者
注
意
の
後
、
三
谷
が
朽
木
倒
し
な
ど

攻
め
、
残
り
８
秒
で
中
村
か
ら
警
告
を
奪
う
。

大
将
戦
、
下
出
が
圧
力
を
掛
け
、
三
宮
か
ら
早
々

に
指
導
、
掛
け
逃
げ
に
よ
る

注
意
を
取
り
、
さ
ら
に
押
え

込
み
で
効
果
を
取

っ
た
。

今
大
会
、
旭
化
成
は
全
日

本
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
篠
原
を
主

砲
に
古
豪
下
出
、
中
村
佳
央

に
学
生
界
ト
ッ
プ
の
村
元
、

高
橋
を
加
え
た
強
力
な
布
陣

で
臨
み
、
２
年
ぶ
り
７
度
目

の
優
勝
旗
を
手
に
し
た
。

日
本
道
路
公
団

の
中

で

は
、
ベ
テ
ラ
ン
三
谷
が
決
勝

進
出
を
決
め
た
、
新
日
鐵
戦

井
上
か
ら
の
大
腰

一
本
を
は

じ
め
、
３
戦
全
勝
と
輝
い
た
。

篠原の内股見事に決まる

■
優
勝
監
督

コ
メ
ン
ト

旭
化
成
Ａ

樋

川

中
村
本
人
も
４
月
の
世
界
代
表
選
考
会

（福
岡
）

で
腰
を
痛
め
て
、
２
週
間
前
か
ら
や
っ
と
練
習
を

始
め
た
状
況
。
こ
の
大
会
に
出
た
い
と
い
う
強
い

意
思
で
す
。
篠
原
に
し
て
も
世
界
代
表
の
強
化
合

宿
が
あ

っ
て
、
そ
の
疲
れ
が
ま
だ
抜
け
て
な
い
。

村
元
と
高
橋
。
こ
の
若
い
新
戦
力
は
社
会
人
と
し

て
初
め
て
の
試
合
と
な
る
の
で
負
担
か
け
な
い
で

済
む
オ
ー
ダ
ー
を
考
え
て
組
ん
だ
。

延
岡
で
２
週
間
前
か
ら

合
宿
に
入
り
、
世
界
代
表

の
軽
量
級

。
中
村
弟

（行

成
と
兼
こ

も
い
っ
し
ょ

に
や
っ
た
。
こ
の
中
で
、

見
で
分
か
る
よ
う
に
Ｂ
チ

ー
ム
も
ひ
け
を
取
る
メ
ン

バ
ー
で
は
な
い
。
振
り
分

け
る
の
に
本
当
に
困

っ
た
。

そ
の
Ｂ
の
藤
田
も
新
日
鐵

の
吉
田
と
五
分
の
試
合
を

や

っ
た
。

そ
れ
に
し
て
も
、
今
年

の
優
勝
は
新
会
長
の
た
め

に
も
就
任
祝
い
に
花
を
添

え
る
こ
と
に
な

っ
て
本
当

に
う
れ
し
い
。
経
済
不
況

の
時
期
に
活
気
を
出
す
こ

と
に
な
る
の
も
良
か
っ
た
。

4屯

上
位
４
チ
ー
ム
の
実
力
は
伯
仲
で
、
当
た
り
方

で
は
、
ど
こ
が
来
る
か
分
か
ら
な
か
っ
た
。
た
と

え
ば
道
路
公
団
だ
か
ら
良
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は

な
い
。
も

っ
と
接
戦
に
な
る
と
予
想
し
て
い
た
。

2年 ▼ゞ り優勝の旭化成チーム



男子第一部成績表

優 勝 旭 化 成 A

準イ憂勝 日本 道 路 公 団

第 3仕 新  日  鐵

第 3仕 日本中央競馬会

刃F  日  金載  |

旭 化 成 B 2

NTT東 京  3

セ  コ ム  4

九 州 電 力 5

日本道路公団 6

日本中央競馬会 7

新 日鐵 広 畑  8

京 葉 ガ ス 9

近 畿 通 関 10

線合警備保障 H

旭 化 成 A 12

旭

化

成

Ａ

旭  化  成

セ    コ

新 日 鐵 広

近  畿 通

Ｉ

　

Ｂ

ム

畑

関

回 戦】

3-2 NTT東 京

1-4 九 州 電 力

②-2 京 葉  ガ ス

0-4綜 合 警 備 保 障

【2 回 戦】

新   日  鐵

九  州 電  力

日本 中央競馬会

綜 合 警 備 保 障

3-1 旭

2-3 日

4-0 新

0-3 旭

化  厄荒  B
本 道 路 公 団

国 鐵 広 畑

化  成  A

第 1言式合

新   日  鐵

○湊 谷 和 幹 4段

増 地 克 之 4段

吉 田 秀 彦 4段

井 上 智 和 3段

永 井 亮 平 3段

第 2言式合

日本 中央競 馬会

大 下 大 介 4段

藤 本 博 史 4段

賀 持 道 明 5段

安 蒜 健 -3段
○猿 渡 琢 海 3段

【準 決 勝】

十一①

足 払 い

一

―大  腰

―

|-3

/Jヽ クトメJ

大 内 刈

―内  股

注  意

|―-3

―内  股

内  股

警  告

注  意

日 本 道 路 公 団

三 宮 功 -4段
田 村 和 也 3段

小 齋 武 志 3段

三谷浩一郎 4段○

三 矢  諭 2段

旭 化  成  A
村 元 辰 寛 3段○

下 出 善 紀 5段○

高 橋 宏 明 3段

篠 原 信 -5段 ○

中 村 佳 央 5段

勝 】【決

日 本 道 路 公 団

小 齋 武 志 3段

三 矢  諭 里段

田 村 和 也 3段

○三谷浩一郎 4段

三 宮 功 -4段

旭  化  成  A
高 橋 宏 明 3段

村 元 辰 寛 3段○

篠 原 信 -5段 ○

中 村 佳 央 5段

下 出 善 紀 5段○

［男
子
］

第

一
部

第
二
部

第
二
部

［女
子
］

第

一
部

第
二
部

（旭
化
成
Ａ
）

（旭
化
成
Ａ
）

（日
本
道
路
公
団
）

（ダ
イ
コ
ロ
Ａ
）

（ダ
イ
コ
ロ
Ａ
）

（東
　
芝
）

（平
成
管
財
Ａ
）

（平
成
管
財
Ａ
）

（ダ
イ
コ
こ

（ダ
イ
コ
こ

（ダ
イ
コ
こ

（塩
谷
建
設
）

（塩
谷
建
設
）

牧 高 村 前 金 全 二 村 篠

畳
岩
塁
田
建己全覆信

仁 功 一 豊 秀 盈 郎 寛 一

松 室 窃楢
I

本谷夕崎
貴 美 了 教

ア

子 紀 て子

生 小  猿 増

稲 橋  渡 地

良 秀  琢 克

輔 規  海 之

明 綜

送 讐V 
備
保
障

（新
日
鐵
）

（日
本
中
央
競
馬
会
）

斉 吉

藤 田

佳 裕

久 之

東 平
芝 成
A 管V 

財
B

吉

田

早

希

ぐ
矢

亥

）

本

田

美

和

子

（肥
後
銀
行
と



世
界
金
の
全

己
盈

ダ
イ
コ
ロ
で
復
活

決
勝
は
２
年
ぶ
り
の
顔
合
わ
せ
だ
。
し
か
し
今

回
は
ダ
イ
コ
ロ
大
に
韓
国
か
ら
全
己
盈
と
い
う
強

力
な
新
戦
力
が
加
わ
っ
た
。
（明
ハ
ミ
ル
ト
ン
、
明

幕
張
、
ツ
パ
リ
の
世
界
選
手
権
大
会
３
連
覇
と
明

ア
ト
ラ
ン
タ
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
金
メ
グ
ル
）

先
鋒
戦
。
講
道
館
杯
な
ど
で
名
を
挙
げ
た
東
芝

の
矢
野
が
有
利
か
と
思

っ
た
人
は
多
か
っ
た
ろ
う
。

し
か
し
、
新
卒
の
奥
村
、
中
盤
わ
ず
か
の
ス
キ
に

思
い
切

っ
た
左
内
股
を
掛
け
れ
ば
、
矢
野
た
ま
ら

ず
飛
ん
で
有
効
に
な
る
。
矢
野
あ
せ
っ
て
巴
投
げ

を
放

つ
も
無
効
。
大
将
の
金
が

「奥
村
、
前
、
前
」

と
適
切
な
指
示
を
与
え
て
い
た
。

こ
の
先
取
点
に
続
い
て
ポ
イ
ン
ト
ゲ
ツ
タ
ー
全

の
登
場
。
低
い
左
背
負
い
投
げ
に
、
東
芝
の
池
田

ま
る
く
飛
ん
で
技
有
り
。
引
き
ず
る
よ
う
な
投
げ

だ

っ
た
。
初
戦
か
ら
全
て

一
本
勝
ち

（背
負
い
投

げ
２
、
横
四
方
固
め
１
）
で
進
出
し
た
金
で
あ
る
。

池
田
も
残
り
１
分
か
ら
右
内
股
な
ど
で
反
攻
し
た

が
力
お
よ
ば
ず
。

中
堅
は
両
者
警
告
、
副
将
戦
も
両
者
注
意
で
、

そ
れ
ぞ
れ
引
き
分
け
。

大
将
戦
は
３３
歳
の
ダ
イ
コ
ロ
・
金
が
右
内
股
で

効
果
、
片
え
り
指
導
、
小
外
刈
り
技
有
り
と
奮
戦
、

こ
れ
に
対
し
東
芝

。
中
根
も
残
り
３０
秒
猛
反
攻
。

最
後
ま
で
気
を
抜
け
ぬ
熱
戦
を
満
喫
で
き
た
。

■
優
勝
監
督

コ
メ
ン
ト

ダ
イ
コ
？

荒

牧

　

勇

去
年
１
部
か
ら
落
ち
ま
し
た
。
今
回
は
初
優
勝

で
す
が
、
狙
っ
た
通
り
に
や
れ
ま
し
た
。
選
手
も

１
人
ひ
と
り
自
分
の
仕
事
を
し
っ
か
り
や
っ
て
、

も
う
言
う
こ
と
な
し
で
す
。
全
の
加
入
で
戦
力
は

楽
に
な
り
、
力
が
つ
い
た
。
金
君
は
老
体
に
ム
チ

打
っ
て
頑
張
っ
て
く
れ
た
。
全
は
金
君
を
慕
っ
て

い
る
の
で
相
乗
効
果
も
上
が
っ
た
。
１
部
に
入
る

と
キ
ビ
し
い
。
２
部
落
ち
し
な
い
よ
う
に
頑
張
る
。

勝】【決

東    芝 0-3ダ イ コ ロ A

矢 野 智 彦 4段 内  股 奥 村 俊 樹 3段○

池 田和 久 3段 背 負 投 全  己 盈 4段○

中 山  修 3段

―

大 野 義 啓 3段

前 田  豊 3段

―

井 上 正 広 3段

中 根 慶 太 2段 ガヽ外刈 り 金  建 秀 4段○

男子 第 二 部 成 績 表

イ憂 勝 ダ イ コ ロ A

準優 勝  東      芝

第 3仕 綜 合 警 備 保 障

第 3住 明     送

以 上 の 4チ ー ム は 次 年 度 第 一 部 に昇 格 す る

東    芝 |

ア イ シ ン精 機  2
宮沢メディカルグルーブ  3

三 菱 化 学 物 流 4
西  興 産

16ダ イ コ ロ A

17 トヨタ 自動 車

18 清 水 建 設

紙

〈叩
う

製

生

ご

子

丼

王

一工

そ

業

産

5

6

7

8

9

10

1 1

12

13

14

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

東 洋 水

東 京 消 防 庁

ダ イ コ ロ B

ミ ツ ウ ロ コ

豊 田 自動織 機

高 宮 接 骨 院

新 日鐵 名 古屋

九 州 電 力

線 合 警備 保 障

三 菱 名 古 屋

日 本 通 運

日柔整請求サービス

新 日 鐵 八 幡

日本 道 路 公 団

旭  化  成

自衛隊体育学校

明     送

第二部初優勝のダイコロAテ ーム

全の背負投げ技有り

ダ

イ

コ

ロ

Ａ

レ 15



出
場
２
年
目
、
平
成
管
財
Ａ
が
初

と
も
に
シ
ー
ド
の
ダ
イ
コ
ロ
と
平
成
管
財
Ａ
が

抜
群
の
強
さ
で
勝
ち
上
が

っ
て
き
た
。
平
成
管
財

先
鋒
・村
田
は
学
生
時
代
か
ら
鳴
ら
し
た
新
卒
組
。

右
内
股
連
発

（効
果
）
か
ら
大
石
公
を
崩
上
四
方

固
め
に
討
ち
取

っ
て
先
制
点
。
続
く
秋
山
も
左
大

外
刈
り
。
中
堅
戦
、
そ
う
は
さ
せ
じ
と
粘
る
ダ
イ

コ
ロ
福
井
に
手
を
焼
い
て
古
賀
は
時
間
寸
前
逆
転

勝
ち
。
こ
れ
で
勝
負
は
決
し
た
が
、
な
お
高
岩
が

４
点
目
。
大
将
戦
は
ダ
イ
コ
ロ
牧
野
が
意
地
を
見

せ
、
背
負
い
投
げ
効
果
で

一
矢
を
報
い
た
。

■
優
勝
監
督

コ
メ

ン
ト

平
成
管
財
Ａ
・
葉

山

　

功

社
名
で
お
分
か
り
の
よ
う
に
平
成
７
年
創
立
の

会
社
で
、
ビ
ル
管
理
・
警
備
な
ど
や

っ
て
い
ま
す
。

ぼ
く
も
平
成
８
年
入
社
で
す
。
去
年
４
～
５
人
し

か
い
な
か
っ
た
け
ど

「出
た
い
」
と
社
長
に
話
し

た
ら

「出
て
み
な
さ
い
」
と
。
ベ
ス
ト
８
ま
で
残

り
ま
し
た
。
社
長
は
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
が
好
き
で
、

今
年
は
新
卒
を
補
強
し
ま
し
た
。
や
る
か
ら
は
ト

コ
ト
ン
い
こ
う
と
―
―
。
来
年
は
２
部
昇
格
で
す

が
将
来
は
１
部
で
優
勝
が
目
標
。

【準 決 勝】

ダ イ コ ロ 2-I平 成 管 財 B

平 成 管 財 A3-I東  芝  A

ダ イ コ ロ |-4平 成 管 財 A

大 石 公 平 3段 崩上四方固 村 田 龍 -3段 ○

大 石 栄 治 3段 大 外 刈 秋 山 成 勲 3段○

福 井 宏 治 4段 支え釣込足 古 賀 宗 裕 2段○

南 條 充 寿 4段 内  股 高 岩  功 3段○

○牧 野 貴 仁 3段 背 負 投 流  秀 人 3段

勝 】【決

第三部初優勝の平成管財 Aチ ーム

男 子 第 二 部 成 績 表

優 勝 平 成 管 財 A 第 3仕 平 成 管 財 B

準優 勝  ダ イ コ ロ  第 3位  東   芝   A
以上 の 4チ ー ム は次年度 第二部 に昇格 す る

１

２

３

４

５

６

７

８

９

Ю

Ｈ

‐２

‐３

‐４

‐５

‐６

‐７

‐８

‐９

劉

劉

躍

２３

２４

２５

２６

２７

２８

２９

３０

平
成
管
財
Ａ

31平 成 管 財 A

32 +全会十全病院 B

33 日答 大 柔 友 会

34 本 国技研 。熊本

35 吉川工業・名古屋

36日 立 製 作 所

37  1    M    S
38塩 谷 建 設

39 帝 人 ・ 松 山

40 4申全同パ ンラとック

41 東日本旅客鉄道 A

42 県南柔友会・秋田クラブ

43新 日 fti・ 八 幡

44 東 芝 。 京 浜

45 ⑩  都  舅≧ 接

46セ コ ム 上 信 越

47  ミ   ズ   ノ

48ク ラ レ 岡 山

49デ ン ソ ー

50 ヤ  マ  コ  ー

51 東洋道 路・ 北 陸

52 東 京  電  力

53新 日 鐵 ・ 堺

54 +仝 会聖明病 院

55  三  和  銀  考子

56  ==  )   ⊆ロ  ル党

57日 本 通 運

58日 本 生 命

59新 日鐵 。君 津

60  ラミ    え
=    A



逆
転
で
ダ
イ

コ
ロ
２
度
目

全
勝
ミ
キ
ハ
ウ
ス
と
２
勝
１
敗
ダ
イ
コ
ロ
が
最

終
戦
で
顔
を
合
わ
せ
た
。
４
年
連
続
１
位
争
い
を

す
る
両
社
。
ミ
キ
ハ
ウ
ス
が
勝
て
ば
連
続
優
勝
、

負
け
れ
ば

コ
マ
ツ
も
入
れ
て
３
勝
１
敗
で
二
つ
巴

と
な
り
、
得
点
差
で
順
位
が
決
ま
る
。
こ
れ
ま
で

の
と
こ
ろ
ダ
イ
コ
ロ
ー０
点
、
ミ
キ
ハ
ウ
ス
、　
コ
マ

ツ
８
占
Ｔ
Ｉ
Ｉ
。

先
鋒
戦
、
ア
ト
ラ
ン
タ
銅
メ
グ
ル
の
楢
崎

（旧

姓
菅
原
）
が
杉
村
か
ら
得
意
の
大
内
刈
り
で
有
効
、

横
四
方
固
め
で
ダ
イ
コ
ロ
に
先
取
点
。
次
の
永
井

―
立
野
が
勝
敗
の
岐
路
を
占
う
。
永
井
、
立
野
の

大
外
刈
り
戻
り
足
を
狙

っ
て
効
果
、
そ
の
ま
ま
寝

技
に
移
行
し
、
あ
わ
や
チ
ャ
ン
ス
の

一
瞬
を
逃
が

し
た
。
こ
の
直
後
、
一上
野
の
左
小
外
刈
り
が
飛
び
、

効
果
と
な

っ
て
引
き
分
け
は
手
に
汗
を
握

っ
た
。

挽
回
に
必
死
の
ミ
キ
ハ
ウ
ス
は
中
堅
の
中
市
が

藤
本
を
追
い
回
し
、
効
果
と
指
導
で
１
点
。
続
く

吉
田
、
こ
れ
ま
た
積
極
さ
を
絵
に
描
い
た
ご
と
く
、

指
導
か
ら
注
意
と
奮
戦
。
２
１
１
と
逆
転
し
た
ミ

キ
ハ
ウ
ス
で
あ

っ
た
が
、
大
将
戦
で
ど
ん
で
ん
返

し
を
食
ら

っ
た
。
開
始
わ
ず
か
１０
秒
、
ダ
イ
コ
ロ

は
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
新
加
入
、
カ
リ
ー
ナ

。
ブ
ラ

イ
ア
ン
ト
２
段

（２０
＝
１
８
２

ｃｍ
、

９２
地
）
の
意

表
を
突
く
出
足
払
い
に
鈴
木
香
苗
無
念
の

一
本
負

け
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
女
王

。
世
界
選
手
権
イ
ギ
リ
ス

代
表
の
実
績
を
持

つ
ブ
ラ
イ
ア
ン
ト
は
初
日
、
コ

マ
ツ
戦
で
鈴
木
香
に
大
腰
で

一
本
負
け
。
か
な
り

シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
て
い
た
が
、
住
友
海
上
の
古
川

に
裏
投
げ

一
本
で
気
を
良
く
し
て
か
ら
ダ
イ
コ
ロ

逆
転
優
勝
に
大
貢
献
し
た
。

■
優
勝
監
督

コ
メ

ン
ト

ダ
三

Ｔ

大

山

昭

三

初
日
コ
マ
ツ
さ
ん
に
負
け
、
展
開
と
し
て
苦
し

く
な

っ
た
が
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

今
日
、
ミ
キ
ハ
ウ
ス
さ
ん
が
コ
マ
ツ
さ
ん
に
勝

っ
て
く
れ
た
の
で
、
他
力
本
願
も
あ
る
か
と
―
―
。

最
終
戦
は
オ
ー
ダ
ー
が
問
題
だ

っ
た
。
ミ
キ
ハ

ウ
ス
の
橋
本
先
生
も
考
え
て
、
立
野
と
楢
崎
を
当

て
な
か
っ
た
。
永
井
が
勝
負
に
出
た
が
、
ラ
ス
ト

に
寝
技
か
ら
立

つ
と
こ
ろ
を
小
外
で
返
さ
れ
て
引

き
分
け
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
。
立
野
の
あ
あ
い
う

と
こ
ろ
は
強
み
で
す
。

カ
リ
ー
ナ
は
今
年
３
月
の
イ
タ
リ
ア
国
際
で
鈴

木
香
苗
を
小
外
刈
り
と
押
え
込
み
の
合
わ
せ
技
で

一
本
勝
ち
し
て
た
の
で
自
信
は
あ

っ
た
。

礼 ゞ k

ブライアント逆転の出足払い決まる

【優勝までの対戦成績】

第 1試合

ダ イ コ ロ 5-0 そ

○楢 崎 教 子 2段 上四方固 浄法寺しずか 2段

○植 田 庸 子 3段 払  腰 長 塚 正 子 2段

○藤 本 哲 子 2段 出 足 払 渡 邊 知 恵 初段

○初Π田恭 子 2段 棄権勝ち 海老名裕美 初段

○柳 花 美 鈴 2段 合  技 新田智重子 初段

第 2試合

ダ イ コ ロ 13コ マ ツ

永 井 和 恵 3段

―

大 塚 雅 子 2段

○楢 崎 教 子 2段 横四方固 武 田 淳 子 2段

藤 本 哲 子 2段 支え釣込足 天 尾 美 貴 初段○

植 田 庸 子 3段 合  技 山田真由美 初段○

カリーキ,ブライアント2段 大  腰 鈴 木  香 4段○

第 3試合

ダ イ コ ロ 4-I住 友 海 上

○永 井 和 恵 3段 背 負 投 真 壁 友 枝 3段

〇楢 崎 教 子 2段 大内刈 り 横 澤 由 貴 初段

○藤 本 哲 子 2段 双手刈 り 貝 山 仁 美 初段

植 田 庸 子 3段  内  股 岩 藤 理 恵 初段○

○カリーナブライアツト2段 裏  投 古 )|1明 美 初段

第 4試合

ダ イ コ ロ ② -2ミ キ ハ ウ ス

○楢 崎 教 子 2段 横四方固 杉 村 英 子 3段

永 井 和 恵 3段 ―⇒←― 立野千代里 3段

藤 本 哲 子 2段 刀ヽ外刈 り 中 市 陽 子 2段○

植 田 庸 子 3段 注  意 吉 田 早 希 2段○

○カリ十,ブライアント2段 出 足 払 鈴 木 香 苗 2段

弾

げ

ト

女子一部  接戦を制したダイコロチーム

女 子 第 一 部 成 績 表  〈リーグ戦〉

lT友海上 コ マ ツ ダイコロ そ ご う ミキハウス
勝   負
1)勝 0負 (),

順   位

住友海上 ＼ 1-① |―① ③-2 |―③ I勝 3敗 4 位

コ マ ツ ①-1 ＼ ③-1 ③― | 1-② 3勝 1敗 3 位

雰イコロ ④-1 |―③ ＼ ⑤-0 ②-2 3勝 1敗 優  勝

そ ご う 2-⑤ 1-③ 0-⑤ ＼ 0-③ 4  敗 5 位

ミキハウス ③― | ②-1 2-② ①-0 ＼ 3勝 1敗 2 位



国
体
強
化
同
士
の
対
決

今
秋
の
熊
本
国
体
を
支
え
る
肥
後
銀
行
Ａ
と
来

秋
の
富
山
国
体
に
強
化
を
進
め
る
塩
谷
建
設
の
対

決
で
あ
る
。
前
者
に
は
拓
大

・
磯
川
千
恵
美
が
、

後
者
に
は
筑
波
大

・
磯
崎
祐
子
が
、
そ
れ
ぞ
れ
新

卒
で
戦
力
に
投
入
さ
れ
て
い
る
。

先
鋒
戦
、
筑
波
大
の
先
輩
後
輩
。
ま
ず
磯
崎
が

巴
投
げ
の
奇
襲
で
効
果
を
奪
い
、
押
え
込
み
に
入

る
が
、
寝
技
な
ら
本
田
も
負
け
て
い
な
い
。
わ
ず

か
３
秒
で
解
け
た
。
残
り
４０
秒
、
本
田
の
大
内
刈

り
に
磯
崎
崩
れ
て
劾
果
。
取
り
つ
取
ら
れ
つ
で
引

き
分
け
。
中
堅
磯
川
は
左
大
内
刈
り
で
松
本
を
追

い
詰
め
、
場
外
近
く
で
寝
技
に
入
ろ
う
と
す
る
が

決
め
手
に
欠
け
、
時
間
の
ブ
ザ
ー
。
こ
こ
は
磯
川

が
取
る
べ
き
だ

っ
た
ろ
う
。
塩
谷
の
エ
ー
ス
佐
野

奈
津
子
が
左
ひ
じ
負
傷
で
欠
場
中
だ
け
に
―
―
。

さ
て
大
将
戦
は
、
け
ん
か
四
つ
。

７３
地
上
野
が

先
に
右
足
を
出
し
て
索
制
、
そ
の
上
野
の
出
は
な

を
‐０８
地
室
谷
が
重
量
を
利
か
せ
た
小
外
掛
け
で
効

果
。
こ
れ
が
残
り
１
分
０５
秒
。
猛
烈
な
勢
い
で
反

撃
に
入
る
上
野
に
、
い
き
な
り
室
谷
の
左
背
負
い

投
技
有
り
決
ま
る

（残
り
１０
秒
）
１０
月
の
国
体
が

見
も
の
だ
。

佐
野
の
ひ
じ

（５
月
２
日
の
選
抜
体
重
別
で
負

傷
）
も
そ
ろ
そ
ろ
大
丈
夫
。
夏
の
北
信
越
国
体
ブ

ロ
ッ
ク
予
選
と
実
業
団
個
人
戦
で
復
活
し
ま
す
。

そ
の
佐
野
が

「私
い
な
く
て
も
大
丈
夫
」
と
言

っ

た
チ
ー
ム
で
、
佐
野
抜
き
で
優
勝
し
た
の
だ
か
ら

価
値
が
あ
る
。
２
０
０
０
年
国
体
最
終
段
階
強
化

が
出
て
き
た
か
な
。

■
優
勝
監
督

コ
メ
ン
ト

塩
合
建
ユ千

伊

藤

宏

2年▼iミ リ優勝の塩谷建設テーム

【準 決 勝】

肥 後 銀 行 A3-0セ コ ム 上 信 越

○本田美和子 3段 崩上四方回 大 関 美 鈴 初段

○磯川千恵美 3段 崩上四方固 宮尾知恵子 初段

○上 野 文 子 2段 払  腰 大久保のり子 2段

東 洋 観 光 0-3塩 谷 建 設

堀 不町容子 2段 横四方固 磯 崎 祐 子 2段○

芳 岡 知 加 2段 縦四方固 松本亜希子 初段○

空 田 法 子 3段 崩上四方固 室 谷 美 紀 2段○

肥 後 銀 行 A O― 1塩 谷 建 設

本田美和子 3段
―

磯 崎 祐 子 2段

磯,千恵美 3段
―

松 本 貴 子 3段

上 野 文 子 2段 背 負 投 室 谷 美 紀 2段○

勝 】【決

ぶ

決勝戦  室谷 と上野の攻防

優 勝 塩 谷 建 設

肥 後 銀 行 A I

線 合 警 備 保 障  2

セ コ ム 上 信 越  3

日 本 生 命 4

東 洋 観 光 5

西 興 産 業 6

セ  コ  ム  7

肥 後 欲 行 B 8

塩 合 建 設 9

準優勝 肥後銀行 A

第 3仕 セヨム上信越

0

塩谷建設

女子第二部成績表

定
時
総
会
」
開
催
さ
れ
る

第
３８
回
定
時
総
会
は
、
平
成
１１
年
６
月
１２
日

０
９
時
１５
分
か
ら
新
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ

ル

・
９
階
舞
子
の
間
（神
戸
市
）
で
開
催
さ
れ
、

第
１
号
議
案
か
ら
第
５
号
議
案
に
つ
い
て
、
満

場

一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

第
１
号
議
案

第
２
号
議
案

第
３
号
議
案

第
４
号
議
案

第
５
号
議
案

な
お
、
定
時
総
会
に
先
立
ち
理
事
会
が
開
催

さ
れ
同
議
案
が
承
認
さ
れ
た
。

平
成
１０
年
度
事
業
報
告

平
成
１０
年
度
収
入
支
出
決
算

平
成
１１
年
度
事
業
計
画
案

平
成
１１
年
度
収
入
支
出
予
算
案

平
成
１１

・
１２
年
度
役
員



６
月
１２
日
⑪
新
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
た

「第
３８

回
定
時
総
会
」
に
お
い
て
、
平
成
４
年
６
月
以
来
７
年
間
全
日
本
実
業

柔
道
連
盟
の
会
長
と
し
て
、
運
盟
の
財
政
基
盤
の
確
立
、
活
性
化
、
大

会
の
充
実
な
ど
実
業
柔
道
の
発
展
に
多
大
な
功
績
を
納
め
ら
れ
ま
し
た
、

齋
藤
　
裕
会
長
が
退
任
さ
れ
、
後
任
の
会
長
と
し
て
旭
化
成
工
業
株
式

会
社
　
代
表
取
締
役
会
長
　
山
口
信
夫
氏
が
満
場

一
致
で
承
認
さ
れ
ま

し
た
。［新

会
長
略
歴
］

山

口

信

夫

（や
ま
ぐ
ち

・
の
ぶ
お
）

大
正
１３
年
１２
月
２３
日
　
広
島
生
ま
れ

昭
和
２７
年
３
月
　
東
京
商
科
大
学
（現

一
橋
大
学
）卒
業

昭
和
２７
年
４
月
　
旭
化
成
工
業
入
社

平
成
４
年
４
月
　
代
表
取
締
役
会
長
に
就
任

東
京
商
工
会
議
所
　
副
会
頭

⑩
住
宅
生
産
団
体
連
合
会
　
会
長

中
央
省
庁
等
改
革
推
進
本
部
　
顧
問

90kg級

1999年世界柔道選手権大会代表選手 (当連盟在籍者)

無差別・100kg超級

1帯
篠 原 信 一

(旭化成工業 )

上 野 雅 恵
(住友海上火災保険 )

吉 田 秀 彦
(新 日本製鐵)

70kg級         57kg級

武 田 淳 子
(コ マツ)

〔大 会

中 村 兼 三
(旭イし成工業)

楢 崎 教 子
(ダ イコロ)

日 程〕

田 村 亮 子
(ト ヨタ自動車 )

73kg級 66kg級

無差別・ 78kg超 級 52kg級 48kg級

二 宮 美 穂
(コ マツ)

発

行

日
　
１
９
９
９
年
７
月
１５
日

発
　
　
行
　
全
日
本
実
業
柔
道
連
盟

発

行

人
　
事
務
局
長

山石
田
久
和

取
材
協
力
　
帯ン
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

宮
澤
正
幸

印

　

刷
　
ダ

イ

コ
ロ
株
式
会
社

日 時

男 子 女 子

階 級 出 場 選 手 階 級 出 場 選 手

10/7
1■

l

100kB超級 篠 原 信 ― (旭化成工業 ) 78kg超級

78 kg級

二 宮 美 穂 (コ マ ツ)

100kg級 井 上 康 生 (東 海 大 学) 阿 武 教 子 (警 視 庁 )

10/8
④

90 kg級 吉 田 秀 彦 (新 日本製鐵 ) 70 kg級 上 野 雅 恵 (住 友 海 上 )

8 kg級 塘 内 将 彦 (国 士舘大学 ) 63 kg級 前 田 桂 子 (筑 波 大 学 )

0/9
(D

73 kg級 中 村 兼 三 (旭化成工業 ) 57 kg級 武 田 淳 子 (コ マ ツ)

66kg級 中 村 行 成 (旭化成工業 ) 52 kg級 楢 崎 教 子 (ダ イ コ ロ)

0/10
(日 )

60kg級 徳 野 和 彦 (神奈川県警 ) 48kg級 田 村 亮 子 (ト ヨタ自動車)

無差別 篠 原 信 ― (旭化成工業 ) 無差別 二 宮 美 穂 (コ マ ツ)


